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（趣旨） 

第１条 この規則は、国立大学法人岩手大学学則（以下「学則」という。）第５４条の規定に基づき、

岩手大学（以下「本学」という。）の転学部について必要な事項を定める。 

 

（転学部資格） 

第２条 転学部できる者は、原則として下記のいずれにも該当する者とする。 

一 転学部時点で１年以上の在学歴（休学期間を除く。）があり、３６単位以上を修得した者であ

ること。 

二 一般選抜（前期日程又は後期日程）により入学した者であること。 

三 学生の適性上、転学部により能力の伸長が見込まれる学生であること。 

 

（出願手続） 

第３条 転学部を志願する者は、転学部願（別記様式１）に担任教員連署の上、所定の期間内に所属

学部の長（以下「所属学部長」という。）へ提出しなければならない。 

 

（担任教員の責務） 

第４条 担任教員は、転学部を志願する者から志願理由等を聴取の上、調査書（別記様式２）を作成

し所定の期間内に所属学部長に提出するものとする。 

 

（所属学部長による選考） 

第５条 所属学部長は、転学部願及び調査書を総合的に判定し、転学部の可否を決定するものとす

る。 

２ 所属学部長は、転学部を可とする場合、１月末日までに当該学生が転学部を志願する学部（以下

「志願学部」という。）の長（以下「志願学部長」という。）に、転学部願に所要の記名押印のう

え、調査書を付して送付するものとする。 

３ 所属学部長は、転学部を否とする場合、学長に転学部願及び調査書を添付して転学部を認めない

旨の選考結果を報告するものとする。 

 

（志願学部長による選考） 

第６条 転学部願及び調査書の送付を受けた志願学部長は、志願理由、入学試験の成績、在学中の学

業成績、面接・小論文等志願学部が定める選考条件により総合的に判定し、受入の可否を決定する

ものとする。 

２ 志願学部長は、３月２２日までに学長及び所属学部長へ前項の選考結果を報告するものとする。 

 

（転学部の許可又は不許可の決定及び通知） 

第７条 学長は、第５条第３項又は第６条第２項の選考結果の報告に基づき、転学部の許可又は不許

可を決定し、所属学部長、志願学部長及び志願者に転学部の許可又は不許可を通知するものとする。 

 

 



（許可の時期） 

第８条 転学部の許可の時期は、４月１日とする。 

 

（配属年次） 

第９条 転学部許可後の配属年次は、原則として２年次とする。 

 

（単位） 

第１０条 転学部を許可された者の修得すべき単位（以下「卒業要件単位」という。）は、転学部後

に所属する学部の定める卒業要件単位とする。 

２ 転学部を許可された者が、転学部以前に所属した学部において修得した科目の単位は、転学部後

に所属する学部で卒業要件として定められるものを除き、卒業要件単位としては認めない。 

 

（在学期間） 

第１１条 転学部を許可された者の在学期間は、転学部先の学部における所定の在学期間から当該者

が既に在学した期間を差し引いた期間とする。ただし、修業年限６年の獣医学部共同獣医学科に転

学部を許可された場合は、転学部前に在学した学部の在学期間を適用する。 

 

（転学部の制限） 

第１２条 転学部を許可された者は、再び転学部を願い出ることはできない。 

 

（雑則） 

第１３条 この規則に定めるもののほか、転学部に関し必要な事項は、学部の定めるところによる。 

 

 

附 則 

この規則は、平成１７年１２月１５日から施行し、平成１７年度入学者から適用する。 

 

附 則 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行し、平成１７年度入学者から適用する。 

２ この規則の規定にかかわらず、農学部獣医学課程又は農学部共同獣医学科に転学部を許可された

場合の第１１条中「農学部共同獣医学科」とあるのは、「農学部獣医学課程又は農学部共同獣医学

科」と読み替えるものとする。 

 

附 則 

この規則は、令和元年５月１日から施行する。 

 

附 則 

１ この規則は、令和３年１２月８日から施行し、令和３年４月１日から適用する。 

２ この規則は、令和３年度入学者から適用し、令和２年度以前の入学者については、なお従前の例

による。 

 

附 則 

１ この規則は、令和７年４月１日から施行する。 

２ この規則の規定にかかわらず、農学部共同獣医学科に転学部を許可された場合の第１１条中「獣

医学部共同獣医学科」とあるのは、「農学部共同獣医学科」と読み替えるものとする。 



 

 
 

 

 

 

 



 

 

 

 


